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4.5.2 授業スライド 
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4.6 項⽬ごとの詳細 リフレクション 

4.6.1 指導案 

第 5 回 ⾃⼰の⾮認知能⼒を振り返る 
⼀般⽬標 
・⾃⾝の考えや⾏動の変化を理解し、アクションプランを⽴てることができる。  
【知識・技能】 
到達⽬標 
・⾃⾝が⽴てた⽬標と現在の状況を認識する。 
・⾃⾝が伸ばしたい⾮認知能⼒を選択できる。 
・選択した⾮認知能⼒を伸ばすための⽬標を設定できる。 
教材 

講座 
内容 

学習内容・学習活動 
時
間 

形態 指導上の留意点 
評価規準 

（評価⽅法） 
導⼊ 
 

○１０⽉に記⼊した「なりたい⻭
科衛⽣⼠になるために頑張るこ
と」を振り返る。 

30 
分 

⼀⻫ ⾃⾝が記⼊した
内容を振り返
り、実⾏できて
いるかを把握さ
せる。 

 

展開１ ○１２⽉実施の EdvPath の結果
と４⽉からここまでの結果の推
移を振り返り、⾃⾝の⾏動や考え
の変化を知る。 

25 
分 

⼀⻫ 
Ｗｅｂ 

 ⾃⼰チェック 

展開２ ○⾮認知能⼒の変化を知り、伸ば
したい⾮認知能⼒を選択しアク
ションプランを⽴てる。 

25 
分 

⼀⻫ 
Ｗｅｂ 

 アクションプ
ランの作成 

まとめ ○⾃⾝が⽴てたアクションプラ
ンを達成できるよう、毎⽇の⽣活
の中で意識する。 

10 
分 

⼀⻫ フィードバック 
⽬標を⽴てるだ
けでなく実施す
ることの重要性
を伝える。 

 

22 
 

 

  

104



23 
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4.8 ⾼等学校における⻭科保健教育プログラム 2 年⽣分 

4.8.1 指導者⽤スライド 

 今年度は昨年度開発した動画 E を使⽤して、2 年⽣を対象とする追加の⻭科保健教育を
⾏った。動画 E と合わせて、指導者がまとめとして利⽤するためのスライドを報告する。 
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4.7 項⽬ごとの詳細 グループワーク② 

4.7.1 指導案 

第 6 回 ⻭周病について今からできること 
⼀般⽬標 
・⻭・⼝の健康に関する知識・理解を深め、⻭周病の予防法を理解する。【知識・技能】 
・⻭科衛⽣⼠として⻭周病予防に必要なことを考え、説明できる。 
【知識・問題解決⼒・批判的思考⼒】 
到達⽬標 
・健康な⻭周組織、病的な⻭周組織の違いを説明できる。 
・⻭周治療における⻭科衛⽣⼠の役割を説明できる。 
・積極的に意⾒を出し、活発な意⾒の交換ができる。 
教材 
講座 
内容 学習内容・学習活動 時

間 
形
態 指導上の留意点 

導⼊ ○⻭周病についての説明（振り返り） 
○発表までの流れについて説明 
・スライド作成について 
・役割分担 

30 
分 

⼀
⻫ 

 

展 開
１ 

○テーマ「⻭周病について今からでき
ること」 
・患者さんが治療をしようと思うよう
なプレゼンを作る(3 分以内) 
・講義で履修した⻭周病の知識、新た
に⻭周病について調べて意⾒を出す。 
・調べ⽅、情報収集について、収集後
のまとめ⽅、アウトプットについても
説明する。 

60 
分 

G
W 

・患者さんへどのようにアプロ
ーチするか。考えさせる。 
・⻭周治療における⻭科衛⽣⼠
の役割を振り返る。 
・今後の勉強法につながるよ
う、情報収集の⽅法やアウトプ
ットについても声掛けを⾏う。 

展 開
２ 

○テーマについて考えてきた意⾒を出
し合い、意⾒をまとめる（ＧＷ） 
・これまで⾏った GW を活かし、ＫＪ
法で意⾒をまとめる。 
○スライド作成 
・まとめた意⾒を PowerPoint にて、
スライドの作成を⾏う。 

180
分 

G
W 

意⾒をまとめ、スライドを完成
させる。 
※スライドのベースはあるがレ
イアウトは⾃由。 

展 開
３ 

○スライド発表 
・発表時間 3 分 
 質疑応答２分 

60
分 

⼀
⻫ 

相⼿の良かったところや⾃分も
取り⼊れたいところを書き出し
てみる。ルーブリック 

ま と
め 

⻭科治療における⻭科衛⽣⼠の役割、
指導内容を考えることで、在学中の過
ごし⽅について考えさせる。 

30
分 

 フィードバック 
アンケート 
・学校愛着度、クラス愛着度 
・衛⽣⼠になりたい気持ち 
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4.8 ⾼等学校における⻭科保健教育プログラム 2 年⽣分 

4.8.1 指導者⽤スライド 

 今年度は昨年度開発した動画 E を使⽤して、2 年⽣を対象とする追加の⻭科保健教育を
⾏った。動画 E と合わせて、指導者がまとめとして利⽤するためのスライドを報告する。 
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